
九
七
八
年
、
昭
和
五
十
三

年
も
余
す
と
こ
ろ
十
数
日
。
 

こ
の
年
の
、
こ
し
方
を
ふ
り

返
っ
て
、
あ
な
た
は
、
ど
ん
な

思
い
を
 
。
 

小
春
日
よ
り
を
思
わ
せ
る
、
 

の
ど
か
な
初
冬
か
ら

一
転
し
て

冬
本
番

へ
 
。
 

タ
イ
ヤ
の
と
り
か
え
、
防
寒

具
の
準
備
 
、

そ
し
て
師
走
 

と
日
ご
と
に
め
ま
ぐ
る
し
い
。
 

子
供
は
、
風
の
子
 
、

つ

か
の
間
の
晴
れ
間
を
ぬ
っ
で
、
 

う
し
ろ
の
正
面
、
だ
あ
れ
…
…
。
 

明
け
て
、
 一
九
七
九
年
は
、
 

「国
際
児
童
年
」
。
 

子
供
た
ち
は
、
ほ
ん
と
う
に
 

し
あ
わ
せ
な
の
か
、
子
供
を
と

り
ま
く
生
活
環
境
は
…
…
。
 

忙
中
閑
、
親
と
子
の
語
ら

い

の
な
か
で
、
よ
く
考
え
て
み
た

い
も
の
。
 

（写
真
 
岩
木
川
原
で
）
 

今
日
か
ら

明
日
へ
 

1部 9円 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

世 帯 数 	14,256 

（昭和53年11月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,426人 

女 	27,158人 

市 の 人 口 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 

52.584人 

③広なhかわら 
発 行 所 

五所川原市役所 

437号 

昭和53年12月15日 

印 刷 西 北 印 刷 



除雪にご協力下さい 

こならな 鷲冨緯害 

昭和53年（1978年）12月15日（437号） ② 広報ごしょがわら （第 3 種郵便物認可） 

除
雪
作
業
は
、
 

交
通
の
少
な
い
時

間
帯
に
行
う
た
め
、
 

夜
間
や
早
朝
の
作

《
 

業
が
多
く
、
雪
、
 

地
吹
雪
中
の
作
業

の
た
め
視
界
が
悪

く
非
常
に
危
険
で

す
。
 

駐
車
し
て
い
る

部
分
が
除
雪
で
き

な
く
な
り
、

こ
れ

が
交
通
障
害
の
原

因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
 

除
雪
中
、
 

三
十

H
以
内
危
険
 

除
雪
車
は
、
重
機
械
で
あ
り

前
方
で
も
十
H
以
内
に

入
る
と

死
角
に
な
り
ま
す
。
雪
の
な
か

に
入
っ
て
い
る
砕
石
、
木
材
、
 

ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
H
以

内
に
近
寄
ら
な
い
で
下
さ
い
。
 

除
雪
は
 

「
右
側
走
行
」
も
 

風
向
、
道
路
、
雪
提
条
件
で

右
側
を
走
行
し
な
が
ら
除
雪
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
車

は
徐
行
し
て
下
さ
い
。
除
雪
機

械
は
作
業
中
必
ず
「
黄
色
回
転

灯
」
を
点
灯
し
て
お
り
ま
す
。
 

除
雪
作
業
で
、
物
が
こ
わ
れ

た
り
、
ケ
ガ
人
が
で
た
ら
直
ち

に

（
関
係機
関

へ
）
連
絡
願
い

ま
す
。
と
く
に
、
物
が
こ
わ
れ

た
場
合
、
早
急
に
報
告
さ
れ
な

い
と
原
因
究
明
が
困
難
に
な
り

保
障
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
 

路
上
故
障
は

目
印
を
 

雪
の
な
か
に
車
を
乗
り
捨
て

ま
す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど
で

埋
も
り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き

ず
衝
突
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
 

目
印
に
は
、
赤
旗
を
で
き
る

だ
け
高
く
立
て
て
下
さ

い
。
 

路
上
に
雪
を
 

捨
て
な
い
 

除
雪
は
、
全
部
機
械
力
で
お
 
 

こ
な
い
ま
す
の
で
、
路
側
に
雪

が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の
雪
は
、
 

一
定
量
に
な
る
と
運
搬
、
排
雪

し
ま
す
の
で
通
路
な
ど
に
入
っ

た
雪
は
路
側
に
積
ん
で
お

い
て

下
さ
い
。
 

道
路
は
広
く
 

私
有
物
件

（
材木
、
鋼
材
）
 

が
路
上
に
は

み
出
し
て
お
き
ま

す
と
除
雪
車
が
衝
突
、
巻
き
込

み
の
た
め
重
大
な
事
故
発
生
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
歩
道
に
車
を
乗
り

入
れ
る
た
め
歩
車
道
の
境
界
に

お
い
て
い
る
木
材
、
鋼
材
は
積

雪
状
態
に
な
る
と
使
用
さ
れ
な

い
わ
け
で
す
か
ら
冬
期
間
は
取

り
外
し
て
下
さ
い
。
路
上
で
の

ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、

「
か
ま

く
ら
」
遊
び
は
や
ら
な
い

で
下

さ
い
。
 

除
雪
に
ご
協
力
を
 

屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は
で

き
る
だ
け
空
地
な
ど
に
捨
て
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

市
で
は
、

冬
期
間
の
交
通
  

市
の
五
十
三
年

度
の
除
排
 
除

排
雪
に
関
す
る
要
望
等

確
保
と
市
民
生
活
の
安
定
を
  

雪
路
線
は
、
県
道
の
協
力
路
 
は
、

三
道
会
館
二
階
に
受
付

図
る
た
め
、
十
二
月
一
日
か
  

線
を
含
め
て
総
延
長
百
二
十
 
庶

務
班

（
。⑤
二
一
一

一
番

ら
「
除
排
雪
対
策
本
部
（
本
 
六
・
三

七
子
1
1。

こ
れ
を
市
 
・

内
線
三
二
二
番
・
三
三
〇
 

除
排

雪
対
策
本

部
設
け

る
 

要
望
等
は
内

線

三

二
二
番

・

二
三
〇
番
へ
 

部
長
建
設
課
長
）
」
を
設
け
、
 

 

直
営
と
請
け
負
い

の
七
工
区
 
番

）
を
設
け
受
け
付
け
し
て
 

要
望
等
の
受
け
付
け
か
ら
除
 
に

分
け
、
除
排
雪
機
械
を
フ
 
い

ま
す
。
 

雪
車
の
出
動
ま
で
除
排
雪
作
 
ル

出
動
さ
せ
生
活
道
路
等
の
 

業
を

一
貫
し
て
行
い
ま
す
。
 
 

確
保
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
 

路上駐車はしないで 
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市
本
庁

・
各
支
所
、
市
民

文
化
会
館
、
市
中
央
公
民
館
、
 

三
道
会
館
、
福
祉
会
館
は
、
 

十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月

三
日
ま
で
休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
市
民
課
、
 

会
計
課
、
収
納
課
は
、
十

二
月
二
十
九
日

一
日
と
三

十
日
の
正
午
ま
で
窓
口
業

務
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
立
図
書
館
、
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
 

十
二
月
二
十
八
日
か
』ら

月
四
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
休

館
し
ま
す
。
 

市
民
体
育
館
は
、
十
一
一

月
二
十
四
、

二
十
五
の
両

日
が
、
メ
ー
ン
体
育
館
の

ワ
ッ
ク
ス
が
け
、
二
十
六
、
 

二
十
七
の
両
日
が
大
掃
除

の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
休
館
す

る
ほ
か
、
十
二
月
二
十
八

日
か
ら

一
月
四
日
ま
で
休

館
と
な
り
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院
の
窓
口
業

務
は
、
十
二
月
二
十
九
日
に

休
み
、
三
十
日
は
正
午
ま
で

平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
 一
 

月
四
日
か
ら
平
常
業
務
と
な

り
ま
す
。
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
 

ゴ
ミ
の
収
集
作
業
は
、
 

十
二
月
三
十
日
ま
で
平
常

ど
お
り
行
い
ま
す
。
野
里

埋
立
地
の
燃
え
な
い
ゴ

ミ

は
、
十
二
月
三
十
日
ま
で

引
き
受
け
ま
す
。
 

一
月
四
日
か
ら
平
常
ど

お
り
収
集
に
あ
た
り
ま
す
。
 

高
瀬
衛
生
処
理
セ
ン
タ
 

ー
は
、
十
二
月
二
十
九
日

か
ら

一
月
三
日
ま
で
休
み

ま
す
。
 

水
道
の
 

故
障
修
理
は
 

水
道
の
故
障
修
理
は
、
 

十
二
月
二
十
八
日
か
ら

一

月
三
日
ま
で
、
元
町
浄
水

場

（
。④
二
六
三
九
番
）
 

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

年末年始、市の窓口業務 

親
と
子
の
話
し

合
い

で
 

楽
し

い
冬
休
み
を
 

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
十
二
月
二
＋
四
日
か
ら

一
月
＋
四

日
ま
で
冬
休
み
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
期
間
中
、
巡
回
補
導
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ

い
。
 

冬
休
み
は
、
子
供
と
一
緒
の
時
間
が
多
く
な
り
、
子
供
を
観

察
す
る
よ
い
機
会
で
す
。
親
と
子
の
話
し
合

い
を
中
心
に
冬
休

み
の
生
活
を
楽
し
い
も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

◇
愛
の

メ
ロ
デ
ィ

ー
 

警
察
署
の
有
線
放
送
で
、
毎

日
次
の
時
刻
に
愛
の
メ
ロ
デ
ィ
 

ー
を
流
し
ま
す
。
 

＠
午
後
四
時
 
子

供
は
、
 

家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
午
後
八
時
 
お

休
み
の

時
刻
で
す
。
 

◇
雪
に
負
け
な
い
 

生
活
を
 

⑨
家
の
中
に

と
じ
こ
も
る
だ

け
で
な
く
、
積
極
的
に
外

へ
出

て
運
動
さ
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
 

＠
雪
の
か
た
づ
け
な
ど
、
進

ん
で
手
伝
う
よ
う
に
さ
せ
ま
し

ょ
』フ
。
 

◇
事
故
の
防
止
 

＠
路
上
で

の
ス
キ
ー
、
ス
ケ
 
 

ー
ト
、
ソ
リ
遊
び
な
ど
は
皆
ん

な
で
注
意
し
、
や
め
さ
せ
ま
し

ょ
う
。
川
岸
で
の
ス
キ
ー
遊
び

も
危
険
で
す
。
 

＠
道
路
や
電
線
が
あ
る
場
所

で
は
凧
を
あ
げ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ

・フ
。
 

◇
非
行
の
防
止
を
 

＠
子
供
の
持
物
に
気
を
つ
け

不
審
に
思
っ
た
ら
間
い
た
だ
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
商
店
の
方
は
、
商
品
の
管

理
に
十
分
留
意
し
て
下
さ
い
。
 

◇
シ
ン

ナ
ー
・
接
着

剤
等
の
乱

用
防
止
 

＠
ボ
ン
ド

・
シ
ン
ナ
ー
類
を

取
り
扱
っ
て
い
る
方
、
 一
般
の

家
庭
で
も
そ
の
管
理
に
は
十
分

留
意
し
て
下
さ
い
。
 

⑥
ボ
ン
ド

・
シ
ン
ナ
ー
遊
び

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
時

は
、
す
ぐ
警
察
署
（
。
⑤
二
一

四
一
番
）
か
少
年
補
導
セ
ン
タ
 

ー
（
。
⑤
二
三
五
二
番
）
、

ま

た
は
学
校
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

＠
児
童

・
生
徒
が
個
人
で
シ

ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
を
購
入
す

る
場
合
は
、
購
入
証
明
書
を
販

売
店
に
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
 
 

て
い
ま
す
 

◇
た
ま

り
場
に
 

注
意
を
 

＠
よ
そ
の
子
供
を
泊
め
た
り
、
 

自
分
の
子
供
を
泊
め
さ
せ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
よ
・
つ
。
 

＠
下
宿
、
留
守
家
庭
な
ど
が

た
ま
り
場
に
な
る
例
が
あ
り
ま

す
の
で
、
う
わ
さ
を
耳
に
し
た

時
は
学
校
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

市
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
 

市
少
年
補
導
セ
ン
タ

ー
 



新 年

名刺交換会 

と き 昭和54年1月1日午前11時から 

ところ 市民文化会館 

会 費 1, 000円。 （申し込みと同 

時に納入して下さい。） 

申込み締切り 12月20日（水）まで。 

市総務課、五所川原商工会議所へ。 

（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和53年（1978年）12月15日（437号） ④ 

聾

従
業
員
を
表
彰
 

事
業
所
は
申
請
を
 

ロ重点目標 

口歩行者、とくに子供と老人の安全確保 

口暴走・飲酒運転の追放 

口踏切の事故防止 

ロシートベルトの着用励行 

忘年会、正月等飲酒の機会が多くなりますが 運動期間にかかわらす、 

酒酔い運転は絶対やめて下さい。 

道路の凍結によるスリップ事故も多発しておりますので、でかける前 

にもうー度車の整備、点検をおこたりなく。 

市
長
、
新
年
テ
レ
ビ
放
送
 

第
二
十
四
回
優
良
商
工
従
業

員
の
表
彰
式
が
、

明
年
二
月
十

六
日
午
後
二
時
か
ら
産
経
会
館

五
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
被
表
彰
者
の
該
当
者
が

い

る
事
業
所
は
一
月
十
日
ま
で
商

工
会
議
所
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

三
十
年
以
上
の
勤
続
者
に
は

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
が
、
 

二
十
年
以
上
の
勤
続
者
に
は
東

北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長

賞
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
す
。
 

十
年
以
上
、
五
年
以
上
の
勤
 

続
者
及
び
特
別
功
労
者
に
は
追
 

口
青
森
テ
レ
ビ

（A
T
v
）
 

ロ
青
森
放
送
（

R
A
B
)
 

っ
て
表
彰
要
綱
を
送
付
し
ま
す
。
 

一
月
二
日
（
火
）
午
後
六
時
 

一
月
三
日
（
水

）
午
前
七
時
 

（
五所
川
原
商
工
会
議
所
）
 
か
ら

六
時
十
五
分
ま
で
 

四
十
五
分
か
ら
八
時
ま
で
 

老
後

の
健

康
の
た
め

に
 

用
で
行
い
ま
す
。
 
（
じ
ん
肺
年

一
回
、
そ
の
他
二
回
c)
 

o
健
康
診
断
機
関
を
指
定
し

受
診
の
た
め
の
旅
費
を
支
給
し

ま
す
。
 

方
が
該
当
し
ま
す
。
 

ロ
制
度
の
目
的
 

労
働
者
の
退
職
後
に
お
け
る

健
康
管
理
を
適
切
に
行
い
、
健

康
障
害
へ
進
む
の
を
抑
え
ま
す
。
 

力健
康
管
理
手
帳
制
度
）
は
、
 

昭
和
四
十
七
年
、
労
働
安
全
衛

生
法
が
施
行
さ
れ
た
と
き
で
き

た
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
労
働
者
が
職
 

津
淳
口喫
 
“

健
康
管
理
手
帳
制
度
）
に
つ
い
て
 

対
象
業
務
な
ど

詳
し
く
は
、
 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署

（
 

n
⑤
二
三
〇
九
番
）
へ
お
間
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

に
さ
ら
さ
れ
、
 
‘
ー

・

さ
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

将
来
、
健
康
障
害
を
お
こ
す
お

そ
れ
が
あ
る
と
医
学
的
に
予
見

さ
れ
る

一
定
の
業
務
に

つ
い
た
 

◇
 

◇
 

1lI 

箆鷺瓢議鷲轍
IIH IIh1 

酒酔い運転 減点巧点 直ちに免許取り消し

期間 12月16日（土）~12月25日（月） 

も
し
、
医
療
が
必
要
な
障
害

に
進
ん
だ
場
合
は
、
労
働
者
災

害
補
償
保
険
を
適
用
し
、
必
要

な
保
護
を
行
い
ま
す
。
 

ロ
手
帳
保
持
者
に
対
す
る
援

助
 

〇
特
殊
健
康
診
断
を
国
の
費
 

事
故
を
よ
ぶ
 
酒
が
 

疲
労
が
 

ス
ピ
ー
ド
が
 

r
 

(
 
,
 



五所川原合唱団 

創立25周年 記念演奏会 

ロと き 12月21日（木）午後6時30分から 

ロところ 市民文化会館 

口入 場 無料 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
 

も
う
納
め
ま
し
た
か
。
 

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も

う
一
度
お
調
べ
下
さ

い
。
 

各
納
期
限

（
た
だ
い
ま
は
、
 

三
期
分
、
十
二
月
二
十
八
日
）
 

こ
の
よ
う
な
と
き
、
あ
わ

て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
間

に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

料
は
、
納
期
限
ま
で
必
ず
納

め
て
下
さ
い
。
 

満
二
十
歳
以
上
の
方
で
、
 

忘
れ

た
ら
大
変
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
 

も
し
、
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
お
り
ま
せ
ん
と
、
事
故

に
あ
っ
た
場
合
、
障
害
年
金
、
 

母
子
年
金
等
各
種
の
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
 

ま
だ
国
民
年
金
に
入
っ
て
い

な
い
方
、
厚
生
年
金
等
を
や

め
た
方
は
、
必
ず
国
民
年
金

に
加
入
し
な
い
と
、
将
来
、
 

す
べ
て
の
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
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くらしと趣味の教室 
初心者を歓迎 

市勤労青少年ホームでは、下記教室の受講者を募集 

しています。 

ふるつてご応募下さい。 

■募集教窒 

入
所
児
童
の
受
付
け
騎
“
 

教室名 定員 と 	き ところ 材料費 

陶 	芸 15人 
1月12日～ 3 月30日

毎週木曜日 

勤労青少

年ホーム 
300 P1 

きもの着付 ク ク ク 無 料 

ボ
ペ
フ
 
ン

一
ラ

パ
ワ
 

一
 
一
 

ク
  

1月10日～ 3 月28日

毎週火曜日 
ク 500円 

（時間は、いずれも午後6時30分から 8時30分まで） 

ロ受講料 無料です。 

ロ受付け 1月9日（火）まで 

新春マージャン大会 

ロと き I月7日（日）午前9時から 

ロところ 勤労青少年ホーム 

ロ対 象 勤労青少年 

口会 費 1, 000円。 （昼食、賞品あり） 

ロ申込み 会費をそえ勤労青少年ホームへ申し込ん 

で下さい。 

保
育
所
（
園
）
と
募
集
人
員
 

所在地 保育所（園）名 定員 

柳 	町 五所川原保育園 

飯 	詰 若葉保育園 

鶴 ケ 岡 三好保育園 

湊 さかえ保育園 

松島町 まっしま団地保育園 

川 	山 中 川 保育園 

藻 藻川保育園 

羽野木沢

鎌谷町 

七和保育園

かまや保育園 
2060606020606060
60

90

90

90

60

60

60 

梅 	田 梅田保育園 

米 	田 津軽野保育園 

さっき町 さっき保育園 

平和町 さく ら保育園 

新宮団地 新宮団地保育園 

下平井町 第2 きっき保育園 

市
で
は
、
五
十
四
年
度
の
保

育
所

（
園
）
の
入
所
児
童
を
受

付
け
し

て
い
ま
す
。
 

ロ
受
付
期
限
 
十
二
月
二
十

七
日
ま
で
 

ロ
受
付
け
場
所
 
市
福
祉
事
 
 

務
所
。
 
（
申
請
用
紙
を
備
え
て

あ
り
ま
す
。）
 

ロ
対
象
児
童
 
生
後
四
カ
月

以
上
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

で
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な

い
事
情
に
あ
る
家
庭
 

な
お
、
申
し
込
み
の
際
に
添

付
す
る
書
類
、
入
所
の
決
定
な

ど
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
 

(
，
⑤
二
一
一

一
番

・
内
線
一
一

四
三
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

引
越
し
の
た

め
電
話
を
移
転

さ
せ
る
と
か
、
 

家
屋
の
増
築
、
 

改
築
の
た
め
電

評
機
を
移
動
さ

せ
る
工
事
は
、
 

な
る
べ
く
早
め

に
お
申
し
出
下

さ
い
。
 

局
で
は
、
で

き
る
だ
け
お
客
 
 

の
ご
希
望
に

そ
う
よ

う
努
力

し
て
お
り
ま
す
が
、
 
「
い
ま
す

ぐ
に
」
 
「き
ょ
う
、
明
日
中
に
」
 

と
い
っ
た
お
急
ぎ
の
工
事
は
希

望
ど
お
り
お
伺
い
で
き
な
い
場

合
も
あ
り

ま
す
。
 

引
越
し
、
家
屋
の
改
造
、
電

話
機
の
移
動
な
ど

で
電
話
工
事

が
必
要
な
場
合
は
、
少
な
く
と

も
十
日
ぐ
ら
い
前
に
電
話
工
事

の
ご
希
望
期
日
と
工
事
内
容
を

局
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

住
所
が
変
わ
る
場
合
、
移
転

先
の
近
く
に
あ
る
電
話
柱
に
表

示
さ
れ
て
い
る
電
話
柱
番
号
を

連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
 

現
場
調
査
を
す
る
た
め
の
時
間

だ
け
、
工
事
が
早
く
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

電
話
柱
番
号
は
、
柱
の
中
ほ
 
 

ど
に
つ
い
て
い
る
白
い
番
号
札

に
「
本
町
線
5
号
」
 
「本
町
線

％
号
」
 
「本
町
線
％

5
号
」
と
 

食
堂
な
ど
を
営
業
し
、
客
に

米
飯
を
提
供
し

て
い
る
場
合
は
、
 

食
糧
管
理
法
に
基
づ

き
、
県
知

事
の
登
録
票
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
営
業
で
き
な

い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
登

録
を
し
て

い
な
い
方
 

は
、
次
の
書
類
を
市

・
市
民
課

へ
提
出
し
、
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
 

ロ
対
象
業
種
 
旅
館
、
料
理

店
、
 一
般
食
堂
、
す
し
屋
、
飲

食
店
、
ス
ナ
ッ
ク
、
軽
食
喫
茶
、
 

職
場
食
堂
、
学
生
食
堂
な
ど
。
 

い
う
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
 

、
五
所
川
原
電
報
電
話
局

ノ

／
 

か
④
ー
二
〇
〇

〇
、
 

ロ
申
請
書
類
 
①
米

飯
提
供

業
者
登
録
申
請
書
（

用
紙
は
市

民
課
に
あ
り
ま
す
。
）
②
印
鑑

③
店
舗

の
見
取
図
及
び
平
面
図

④
食
品
衛
生
法
第
二
十

一
条
の

営
業
許
可
証
の
写
面
）
青森
県
収
 

入
証
紙

（
 

一
、五
〇
〇
 

円
）
⑥
販
 

売
業
者
か
ら
の
米
穀
買
受
数
量
 

（
ー
カ
月
〇
〇
キ
ロ
砂
ラ）
 

詳
し
く
は
、
市

・
市
民
課
（
 

，
⑤
二
一
一
一
番
・

内
線
二
七

七
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
 

電話の移転はお早めに―1 
	家屋の増築・改築にも 	I 

米
飯
提
供
業
者
は
 

登
録
票
の
交
付
を
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税
務
署
だ
よ
旦
調
 

信
託
な
ど
の
利
子
や
収
益
の

分
配
金
は

一
人
元
本
三
百
万
 

私
た
ち
は
、
住
宅
の
購
入
 
円

ま
で
。
 

や
思
い
が
け
な
い
出
費
の
た
 

②
少
額
公
債
の
利
子

め
、
預
金
や
公
社
債
な
ど
を
 

国
債
や
公
募
地
方
債
の
利

買
っ
て
貯
蓄
を
し
ま
す
。
 

子
は
、
①
と
別
わ
く
で

一
人

こ
れ
ら
の
預
貯
金
や
公
社
 

額
面
金
額
三
百
万
円
ま
で
。
 

債
の
利
子
は
、
利
子
所
得
と
 

③
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
 一
 

の
利
子
 

定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
給
与
か

よ
っ
て
税
金
が
か
か
ら
な
い
 

ら
天
引
き
さ
れ

て
貯
蓄
す
る
 

貯
蓄

と
税

金
 

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
非

課
税
と
な
る
貯
蓄
の
種
類
と

金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
少
額
貯
蓄
の
利
子
 

預
貯
金
や
公
社
債
、
貸
付
 

「
財
形
貯
蓄
」
の
利
子
は
、
 

①
と
②
の
別
わ
く
で

一
人
五

百
万
円
ま
で
。
 

こ
の
ほ
か
、
郵
便
貯
金
の

利
子
は
、
原
則
と
し
て
税
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
住
宅
を
購
入
す
る

た
め
の
貯
蓄
で
、

一
定
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
最

高
三
万
円
を
所
得
税
か
ら
差

し
引
く
「
住
宅
貯
蓄
控
除
」
 

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

（
五所
川
原
税
務
署
）
 

田
泉
お
す
回
あ
い
冒
巳
国
勿
号
 

“み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い

正
月
を
（
 

歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
が
、
 

十
二
月
一
日
か
ら
三
＋
一
日
ま

で
の
ー
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

生
活
に
困
っ
て
い
る
家
庭
や
 

市
内
の
昭
和
生
ま
れ
の
事
業

経
営
者
で
作
っ
て
い
る
「
昭
和

パ
ー
ル
会

（
斎藤
徳
久
会
長
、
 
 

災
害
被
災
家
庭
、
福
祉
施
設
に

入
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
、
 

「
金
品
も
ち
よ
り
運
動
」
な
ど

を
通
じ
物
心
両
面
か
ら
手
助
け

し
ま
し
ょ
・フ
。
 

な
お
、
市
内
の
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
の
協
力
者

（
と
り
ま
 

会
員
一
三
八
人
）」
 
は
、十
一
月
 

三
十
日
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
 

て
て
下
さ
い
と
、
現
金
六
万
四
 

と
め
す
る
方
）
は
次
の
方
々
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

①
町
内
会
長
、
②
民
生
委
員
、
 

③
各
地
区
社
協
支
部
長
、
④
市

役
所
各
支
所
長
、
⑤
市
社
会
福

祉
協
議
会
 

（共
同
募
金
会
五
所
川
原
支
会
）
 

千
七
百
十
一
円
を
市
に
寄
付
し

ま
し
た
。
 

先
き
に
開
い
た
夫
人
同
伴
の

忘
年
パ
ー
テ
ィ
ー
で
募
金
を
呼

び
か
け
、
会
員
が
協
力
し
た
も

の
で
、
役
員
が
寺
田
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
廿
写
真
上

ー
 

元
旦
は
、
休

日
の
た
め
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
閉
じ

て
い
て
年
賀
状

の
配
達
が
出
来

ず
持
ち
帰
る
例

が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
 

元
旦
に
は
、
 

少
し
開
け
て
お
 

新
入
学
児
童
に
 

ノ
ー
ト
を
寄
贈
 

長
尾
政
五
郎
さ
ん

市
内
松
野
木
の
長
尾
政
五
郎

さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
明
年
春
松

野
木
小
学
校
と
野
里
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
に
あ
げ
て
下
さ

《
 

い
と
、
国
語
と
算
数
の
ノ
ー
ト

あ
わ
せ
て
七
十
八
冊
を
市
教
育

委
員
会
に
託
し
ま
し
た
。
 

長
尾
さ
ん
の
奇
特
な
善
意
は
、
 

今
年
で
二
十
七
年
目
に
な
り
ま

す
。
 

五
十
三
年
、
五
所
川
原
除
厄

祈
願
祭
実
行
委
員
会
は
、
十
一
一

月
七
日
、
教
育
振
興
基
金
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
、
市
教
育
振

興
会
へ
現
金
五
万
五
千
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
廿
写
真
下
廿

さ
る
二
月
二
十
五
日
に
行
っ

た
除
厄
祈
願
祭
の
決
算
剰
余
金

二
万
九
千
七
百
五
十
一
円
に
、
 

同
実
行
委
員
長
が

一
万
一
千
円
、
 

ま
た
、
実
行
委
員
で
市
に
勤
め

る
上
見
泰
男
さ
ん
ら
有
志
十
四

人
が

一
万
四
千
二
百
四
十
九
円

を
加
え
て
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
 
 

い
て
下
さ
い
。
 

大
切
な
郵
便
物
を
雪
水
等
か

ら
守
る
た
め
郵
便
受
箱
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。
 
（
五
所
川

原
郵
便
局
）
 

自
衛
官
一
般
二
士
 

（
男
）募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
か
ら
二
十
 
 

四
歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
・
市
民
課

（
 

。
⑤
二
一
一
一
番
・
内
線
二
七

七
番
）
、
ま
た
は
自
衛
隊
五
所

川
原
募
集
事
務
所

（
廿⑤
二
三

〇
五
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

社
会
福
祉
に

と
六
万
四
千
余
円
 

昭
和
パ

ー
ル
会
が
寄
付
 

教育振興基金にと五万五千円 

二品こ実行委等有志 

年賀状配達,ためコ 
シャッターを開けて~ 

(
 
 

・
 
広
報
紙
の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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